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火力乾燥機による牛糞の乾燥と脱臭  

烏山 昇・奥山 堂・杉藤和夫・小林 茂  

く．   

東京都でも，畜産環境保全対策事業の一つとし  

て，乾燥焼却楔の助成を行っている．48年庶事  

菓分として酪農家に設置された乾燥躁について，  

その性能，運転経野．経常に及ぼす影響について  

調査した．  

調査貴家の経営概要  

調査対象農家は．農業構造改善事業により施設  

を整備し，昭和39年3月に農事組合法人M牧場  

として発足した．   

畜産礫境としては都心から勝れた青梅市で，ま  

だ農村の風景が残っており，畜産公告は問題にな  

らない所で，都心の畜産家より恵まれた環境にあ  

る．  

ま え が き  

家畜のふん尿を処理利用する場合，ふんは乾燥  

して運搬しやすい形にして．肥料として利用する  

のが最も望ましい方法である．そのためにふんを  

畜舎でとりのぞきやすい畜舎構造の改善や，とり  

のぞいたふんを乾燥するため，ビニールハウスの  

利附．火九 醗酵による拷槻乾燥が行われている．   

いずれの方法をとり入れるかは経営内容によっ  
て異なり，経営にマッチした方法をとり入れない  

と，労為 運転経費一 流通経路等に問題が生じ  

十分にその能力を発揮させることができず，早急  

にこの方法は駄目だという結論をだしがちである．   

火力乾燥についても燃料費がかかりすぎるとか，  

悪臭を除去するのが大変であるとかいう批判をき  
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調査時の飼育規様は搾乳牛56頭，育成牛38凰  

肉用牛（ホルスタイソ）70頭．繁殖豚と内股；0  

頭である．乳量は850kg／日である．   

飼料の種類は，乳牛はビール粕，ビートパルプ．  

源粉粕，稲わら．エソシレージ，乳牛配合と青刈  

飼料作物で，肉用牛は配合飼料と稲わらである．   

飼料畑は合計1．5haで とうもろこし，ソルゴ  

ー，小麦，大根，ヒエ，イタリアンを作付してい  

る．乳牛のふんは大体全部乾燥して商品化してい  

るが，肉用牛と豚のふんは自家の畑へ還元してい  

る．主としてとうもろこしに利用し，利用できな  

い期間は30aの畑を堆積散布用としている．   

乳牛は給飼をするときだけスタソチ，ソにつな  

径営内容はつぎのとおりである．  

敷  地：1．16ha  

施設の規模：100頭収容   

乳牛舎（スタンチョン方式）   

休憩舎  448．8Iげ（】36坪）   

搾乳舎（ミ′しキンクパーラう65．67¶f（19．9坪）  

パイプラインミルカー：8頭搾り  

牛乳処理量（ミルクルーム）：46．2m2（14・0坪）  

糞乾燥施設：68．04Ⅰが（20．6坪），  

内ふん置場22．68mZ（6．8坪）   

同牧場は，酪農 肉牛，養豚の三つの部門に分  

れ，全人員は8名で作業量に応じて人員を配置し  

ている．  

ポンプ  
排水櫓  
昇降機  

蛇ふんタンク  

ぐが，あとは一年中コンクリート床の運動場に放  

牧している．ふん尿はコンクリート床の上に堆積  

したままで，晴天10日間位で水分60前後の乾  

燥状態となり．集めて乾燥楔で乾燥する．  

調査対象乾燥機  

乾燥按は図3のとおりである．   

昭和46年12月に，S式無臭乾燥機を購入し，  

48年11月に助成事業で，同じ会社製のNlOK  

型を設問した．この機種を選んだ動機は，農燥ふ  

んの仕上りがよく，商品価値の高いものができる  

からということであった，   

今回の調査は，助成事業で設経した乾燥拷（園  

3）について調査した．   

国3についていうと，（》から原ふんを投入し．  

そのふんが（参のドラムの回転によって控絆粉砕さ  

れながら，加熱によって乾燥ふんとして◎こ出さ  

れてくる．   

加熱は⑥の′ミーナーの燃焼熱を送風機でドラム  
の外側に熱風を送ること（熱交換方式）によって  

原ふんが乾燥される．脱臭はドラム内のふんの移  

動とは逆の方向に送風ブロワーで吸引される．吸   
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引された空気中には，燃焼に不都合な水蒸気やガ  

ス等を含んでおり，これらの水蒸気，ガス．粉塵  

を除くために（勤の水洗冷却器で水洗され 送風ブ  

ロワーで二次空気として燃焼に利用し脱臭をして  

いる．この楔健の特長として，ふんの加熱とガス  

の再燃焼を同一バ【ナーで行なうので，再燃焼の  

ための燃料分が少なくてすむことである．  

調 査 綺 黒  

調査の項削ま．①ふんの処理量，（卦沈滞水（使  

用泉 水質分析），⑤臭気の測定，④乾燥ふんの  

生産費の各項目について調査した．  

1．ふんの処理豊   

ふんの処理義は運転開始から運転終了まで，原  

ふんと乾燥ふんを計量した．計量の結果はつぎの  

とおりである．原ふんの処理量は時間当り212  

短で，乾焼ふんは1111咽であった．   

本機の性能について設計値と調査結果を比較す  
ると衰1のとおりで，処理量は約lオ00短／8時  

間（水分含量80～85％）であり，今回の調査  

では1．696kgと高かった．  

⑦煙 突  ＝＝⇒新鮮空気  

－－■◆燃焼ガス  

ツて ノ′トカ′し  

例高森娩炉 ⑥バーナー  ④－㊥臭気測定掛野 旺5珍ふん  

図3．乾 燥 機 の 構 造  

たのは，運動場がコソグリートであるため，晴天  

続きで天日乾燥が進んだものであった．乾煉ふん  

のでき掛ま，設計値は約350短／8時間（水分  

含量約20％）であり，調査では888短／8時  

間（水分含量22，4％）であった．  

2．洗准水の使用量および水質分析   

洗源水は本機のドラム中で発生した水分，臭気  

粉塵等を除去するために使用される．ドラム内で  

発生した水蒸気は，水洗冷却器で冷却されること  

により除かれる．除去できなかったガスを新鮮空  

気と混合して二次空気としてバーナ【で燃焼させ  
て除去される．ドラム内で発生した水蒸気の除去  

は洗淋水の景に関係しており，使用量の調整がよ   

表1設計値との性能比校  

原料処理量  
製品出光苗  
燃料洞野量  
洗淋水煙相恩  

㌻1－、・、  

約1．400kg／日（80～苧5％WB）  
350kg／日（約20WB）  

15～1鋸／H  

O．7～l．Ot／H  

1．696kg（56▼7％WB）   

88Skg（22．4％WB）  
1日／H   

O．594～0．719t／H  

■7ppm  

O  

6回池弓7∈の平均舐  

表2 洗源水 の水質  

1，3jOppm】1．400p叩 三二三…3i：≡…冒  
調査対象の原ふんの水分含量52．7％と低かっ  
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くないとバーナーの燃焼が不完全になり，息づき  

現象がおきる．調整時の沈滞水は乾燥開始後1時  

間で5941／hであり，その後．乾燥ふんのコ  

ゲがあり．バーナーを停止（13分間）した．そ  

の後ドラムの回転速度を調整して沈滞水の景を  
増した．遅転開始4時間の測定では，7191／h  

の洗湛水の使用量であった．洗満水として排出さ  

れた水は，経時的に3回採取して分析した．分析  

の結果は表2のとおりである．   

pIiは9・4～9．6，S．Sが1．340－2，580  

pp叫 C．0．Dは140～1，360ppm，B．0．D  

は155～1，090ppmで，運転開始後経時的に  

高くなっている．  

3．臭気の測定   

臭気の測定は，北川式其空法ガス検知菅で約1  

時間毎に測定した．測定対象ガスは，NH，．H2S  

藷3 臭気の 測定  

で0～11ppmであり，HzSはいずれも検出さ  

れなかった．  

4．沈滞水の臭気慶   

当牧場周辺は悪臭防止法による規制地域内であ  
り．洗湛水の臭気も二次公害の発生源となるので，  

その臭気度（pOつを測定した．   

法第4粂，規制基準の項は，規制地域内の郡業  

場より発生する悪臭を，その敷地境界線（第4灸  

第1号），排出口（同第2号）．排出水中（同第  

3号）の3つの面から規制する三点規制を行なっ  

ているが．そのうち第3号の排出水に係る規準が  

この洗湛水に適用されることになる．   

しかし，排出水中の悪臭物質中の濃度と大気中  

に蒸散する当該悪臭物質の浪匿との関係が明確で  
ないので，現在はまだ法でも都条例でも算出法を  

提示しておらず，実質的には規制対象とはなって  

いないので，今回は実態を数値で把握するのみで  

結論は避けた．   

今後．関係各楔関の調査研究が進みしだい，規  

制対象となりうることが予想されるので，動向を  

注視していきたい，   

責4の沈澱水の臭気歴と表3の乾燥機内でのア  

ンモニアガス濃度の変動は同様の傾向を示してい  
る．   

また，洗准水の水源が40℃以上とかなり高温  

であり，臭気の発生が激しかったが，放冷すると  

減少する傾向にあった．臭気の質は運転中を通じ  

てアンモニ7臭が圭で，他には債臭が認められた．  

また，いずれもpHが9以上であるが，これは洗  

源水中に溶け込んだNH，によるものと思われる．  

5．乾燥ふんの臭気度   

製品はいずれ畑地で水分を含んで臭気を発生す  
るようになるので，その時どの程度の臭気を発生  

するのか，原料ふんの臭気歴と比較した．原料ふ  

んと乾燥ふんとでは水分含急が56．7％，22．4  

％と異なるので．両者のS，S量に対する滴定値を  

其の満足値として補正を行い，両者の臭気度を比  

較した．   

原料ふんの滴定値（実測値）a＝2．5  

（補正値）a＝1・08pO戸7・5   

乾燥ふんの滴定値（実測値）aミ2．∩   

‾‾ 

∵∵∴－、  
、∵ 、ご：・、・‥  

であったが，HzSは検出されなかった．測定位園  

は（図3を参照）．④水洗敢⑧水洗後◎乾燥  

ふん出口，⑲煙突の4ケ所を測定した．結果は表  

3のとおりである．   

測定位置④⑧は撥体内での臭気であり，Nfilで  

9～150ppm以上であった．機体外に排出され  

る¢◎で，◎は乾燥ふんの出口で10～43ppm  

の範幽であった．⑳ま燃焼ガスの排出される煙突  

素4 洗源水の臭気産  

運転開始後 臭気虔（pO）   

35 分  

2時間30分   

6時間  
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適当止の誤研水なjO℃柁庇に加温し．試料をその失いを感じはじめ  

る（闘椚ホ攫）まで滴下し．その量をもとにして次式で界出する。  

言；莞莞慰霊‡：；；po＝3・32×log吏旦  



烏山・小林・他：火力乾燥による牛糞の乾燥と脱臭  93  

円であった．  

7．乾燥ふんの販売   

販売方法は，ある肥料業者と数量のみを一定量  

契約し，価格については重油の変動等，諸物価の  

価格変動により，協議決定するようにしている，  

調査時の契約は，500袋／月の契約であった．  

乾燥鶏ふんに比較して一般に高値で取引きされて  
いるようで，需要と供給の関係から牛ふんは不足  

がちであり，鶏ふんの方は需要が果樹園等の大口  

に利用されるが，牛ふんは化粧袋に話変えられ，  

家庭園芸用のパラ等に使われているとのことであ  
った．   

参考までに乾燥ふんの肥料成分を示すと表6の  

とおりである．  

表6 本腰製品の乾燥ふんの肥料成分  

分析場所l東京都肥飼料検査所i愛知県農業試験場  

→a＝1・55 pO？－7－0   

両者ともの滴定借（実測値）b＝200  

∴pOl＞pOき   

この結果によって明らかに乾燥ふんの方が臭気  
の発生が少く，かつ，その質も燻臭が主で芳香性  

なので，畑地での問題発生は少ないと思われる．  

表5 乾燥ふん1日（8時間）当り生産費概算  

支  出  
項  目l金 衝1  内  容  

791 2．42kW：くさ訂きX4円仁79，36円  【  
賃l5，叩11人×断面＝詩編  ▼  

968＝ 既 却 費  
●●  

（窪力霊げさ芸1・…設3呂言冨）  

3り7．317円  

り．125R（留一円花数2う㌍）  

修 理 雲竺  137埜．000円  

（三三諾害さ冨≡冒：冒慧芸）  

諸 経 費【5，7叫ミ：ニル1テヲ†．竺  

ま  と  め   

1．排水される洗源水は．分析結果からいずれも  

水質汚濁防止法の基準以上であり，処理する場合  

は1日／8時間運転で，B．0．D．l，000ppm以上  

の汚水，5．6－8．OmSの処理施設が必要になっ  

てくる．  

2．臭気については煙突の排出ガスは設計理論か  

らは燃焼によって分解され，N甘はゼロでなけれ  

ばならない．今回の調煮では0－11ppmの範  

囲のN払が検知された．水蒸気の除去は沈滞水の  

量と関係があり，今回の調査では洗醗水の暑が設  

計値と比較して少ないため，水蒸気が十分に除か  

れず，そのため燃焼温度が低くなり，ガスの熱分  

解ができず，排出されたものと思われる．  

3．今回の調査では，原ふんの水分含扇が56．7  

％と低いため，乾燥ふんの生産量は設計値の2．5  

倍であった．乾燥ふんの生産量を高めるためには，  

原ふんを予備乾燥した方が生産コストが低下する．   

小  計 15，379  

入  収  ‾▼‾ 
示盲ト 内  容  

H         X8！ウ＝Sさピ】唱  111kg／  乾蛇ふん販売  24，300  
きヨ＄kg  

11kgハ三  

旦竺」聖む ¶＿＿【  
（偶発）倒即モのA§礎二亡判1日等分力であるので．餌食は含ま九ていな  

い○水道代ほ臼窟井戸水を使用しているが．♯罰ナ己では市営水道  

で穿出した。  

6 乾燥ふんの生産費   

乾燥ふんの生産にかかる経費の概算は裏5のと  

おりである．乾燥ふんの生産易は1日8時間稼動  

で888kgで，1袋11廃語めで約81袋である．  

調査時は1袋当り300円で販売されており．1  

日当り24．300円の収入支出の方は合計15．379  

円で差引8，921円の収益であった．11官当りの乾  

燥ふん生産費は約17円販売価格はl壁当り約27  
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であるという意見も聞くが，今回の調香では1日  

8時間稼動で．5．000円の労賃を安弘って，  

9．000円の利益をあげるという結果がでた．も  

ちろんこれは予備乾燥を十分行ったふんを乾燥し  

た場合であり，水分含畏80－85％の生ふんを  

乾燥した場合は異なった結果がでると思われる．   

しかし，いずれにしても家畜のふんはきたない  

もの，くさいもの，すてるものという考え方を変  

えて，商品価値のある自然肥料の原料であると考  

えれI£ ふん尿の処理と利用の姿も自ら変ってく  

るのではなかろうか．そのためには製造工程も含  

めた流通経絡の確立が先決問題であろう．   

しかし，牛の生ふんの水分含量は約85％であ  

り．このふんlトンを乾燥して水分含量56％に  

すると．約340短となり，1／3の量となる．こ  

れだけ予備乾燥するのはかなり大変なことである．   

参考までにビニールハウス利用による豚ふんの  

乾燥調香を行った結果を示すと．梅雨期では12  

日目でも66％であり，夏でも一週間以上かかっ  

た．今後は．水分含量の高いふんの乾燥について  

調査する予定である．  

4．火力による家畜ふんの乾燥はエネルギー資源  

節約の折から，適当でないとか，悪臭を取り除く  

ことがむずかしくて，畜産の個別経営には不適当  


